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姥
ケ
山
自
治
会
で
は
、大
き
な
地
震
や
災

害
時
の
避
難
所
は
山
潟
中
学
校
と
し
て
い

ま
す
。

　

緊
急
時
に
身
を
守
り
一
時
的
に
避
難
す

る
場
合
は
、必
ず
山
潟
中
学
校
で
な
く
と
も

近
く
の
避
難
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

山
潟
地
区
の
避
難
所
で
は
能
登
半
島
地

震
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
を

利
用
す
る
自
治
会
が「
避
難
所
運
営
委
員

会
」に
つ
い
て
協
議
、検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

《
山
潟
中
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会
》

　

山
潟
中
学
校
を
避
難
所
と
し
て
い
る
姥

ケ
山
、美
の
里
、山
二
ツ
、山
二
ツ
本
村
自
治

会
で
は
地
震
等
、大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
、長
期
に
わ
た
り
避
難
所
で
共
同
生
活
を

営
む
状
況
の
場
合
に
備
え
、避
難
所
の
運
営

が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
避
難
所
運
営
委
員
会
」の
立
ち
上
げ

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

四
自
治
会
の
協
議
に
よ
り
、運
営
委
員
長

は
姥
ケ
山
自
治
会
長
と
し
、六
つ
の
部
会
に

よ
る
組
織
表
に
も
と
づ
き
、七
年
度
中
に
名

簿
を
作
成
し
、八
年
度
の
早
い
時
期
に
今
後

の
進
め
方（
各
担
当
の
内
容
確
認
や
合
同
訓

練
等
）を
協
議
し
た
後
、「
山
潟
中
学
校
避
難

所
運
営
委
員
会
」を
発
足
予
定
で
す
。

　

本
年
度
の
さ
い
の
神
は
昨
年
十
一
月
九
日

の
準
備
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
日
は
、比

較
的
安
定
し
た
天
気
で
、ト
バ
作
り
、葦
の
採

取
、細
竹
と
孟
宗
竹
な
ど
を
切
っ
て
所
定
の

場
所
に
保
管
す
る
作
業
ま
で
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
番
予
定
日
の
一
月
十
一
日
は
、

強
風
な
ど
の
悪
天
候
で
ど
う
す
る
か
検
討
し

た
結
果
、出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
行
う
事
に
し

ま
し
た
が
、作
業
を
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る

と
さ
ら
に
天
候
は
悪
化
し
た
た
め
に
、や
む

を
え
ず
一
週
間
の
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、延
期
日
で
あ
る
一
月
十
八
日

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、二
回
目
の
作
業
に

も
か
か
わ
ら
ず
、皆
さ
ん
心
よ
く
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
人
達
の
前
で

点
火
さ
れ
た
炎
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

早
く
倒
れ
た
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ
た
け

れ
ど
、素
晴
ら
し
い
光
景
で
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
や
場
所
の
提
供
な

ど
を
し
て
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、令
和
六
年
の
七
月
か
ら
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
た
我
が
家
の
猫
が
昨

年
の
十
一
月
に
見
つ
か
り
、一
年
四
カ
月
ぶ

り
に
無
事
家
に
帰
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

色
々
と
気
に
と
め
て
下
さ
っ
た
方
、情
報

を
下
さ
っ
た
方
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
現
在

姥
ヶ
山
自
治
会
動
向

世
帯
数

班
　
数

《
一
時
避
難
所
に
つ
い
て
》

　

地
震
等
、緊
急
時
に
身
を
守
る
場
合
、一

時
的
に
近
く
の
避
難
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い（
避
難
所
の
多
く
は
公
立
小
・
中
・
高
校

で
す
）。ま
た
、一
時
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る

基
準
は
震
度
五
弱
以
上
・
津
波
注
意
報
の
場

合
で
す
。毎
年
、全
市
の
避
難
所
で
は
、自
治

会
と
施
設
管
理
者
と
鍵
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
で
現
地
検
討
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
潟
中
学
校
で
も
、一
時
避
難
所
が
開
設

さ
れ
た
場
合
に
備
え
、開
錠
方
法
や
備
蓄
品

の
保
管
場
所
、避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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姥ヶ山自治会
阿部博一

一
、 

四
二
〇
戸

一
二
〇
班

自
治
会
長

　
　
阿
部
博
一

山
潟
中
学
校
緊
急
時
備
品
置
き
場

衛生用品や寝具など、一時避難所が開設された場合の備品

さ
い
の
神

実
行
委
員
長
　
小
熊
由
紀
夫

《
御
礼
》

孟宗竹の伐採、切り出し作業担当
もう そう だけ

葦の伐採、小分け作業担当
よし

スルメ用の細竹の切り出し作業担当

わら上げとわらを組んでのトバ作り 子供達と一緒にスルメの竿付け作業

さいの神　準備作業から取り組んでいただいた皆様

1月18日（日）午後2時点火：一週間延期の開催でしたが、好天に恵まれて素晴らしい光景でした。


